民事調書の記載例

●―――――――
　

●民事口頭弁論期日調書様式（罫線あり）

	裁判官
認　印
	

	　　　　　　　　　　　　　口　頭　弁　論　
　　　　　　第　　　回　　　　　　　　　　　調書
　　　　　　　　　　　　　（□準備的）　

	事件の表示
	平成　×　年（ワ）第　　　１０　号


	期日
	平成×年×月×日 午前１０時００分

	場所及び公開の有無
	○○地方裁判所民事第７０部　　法廷で公開

	裁判官
裁判所書記官
	埼玉太郎
和光　南

	
出頭した当事者等

	原告　　　X

被告　　　Y２

	指定期日
	平成×年○月○日　午前１０時３０分

	弁論の要領

	原告
		訴状陳述
被告Y２
１		「原告の請求を棄却する。訴訟費用は原告の負担とする。」と			の判決を求める。
２		訴状記載の請求原因事実は，いずれも否認する。
裁判官
		本件の口頭弁論から被告Y１についての口頭弁論を分離する。
証拠関係別紙のとおり
				裁判所書記官　和　光　南　(印)




●民事口頭弁論期日調書様式
裁判官認印　

第○回口頭弁論調書

事件の表示	平成○年（○）第○○号
期日	平成○年○月○日午○○時○分
場所及び公開の有無	○○○○裁判所○○法廷で公開
裁判官	○○○○
裁判所書記官	○○○○
出頭した当事者等	原告訴訟代理人　○○○○
		　		被告訴訟代理人　○○○○
指定期日	平成○年○月○日午○○時○分

弁論の要領等


●―――――――

●場所及び公開の有無（罫線あり）
○○地方裁判所民事第７０部　　法廷で公開

●担当裁判官（均等割付）
埼玉太郎

[bookmark: _Hlk122668176]●裁判所書記官（均等割付）
和光南

●原告（訴訟行為者）
原告

●訴状陳述
		訴状陳述

●請求の減縮申立書陳述
		請求の減縮申立書陳述

●準備書面陳述
		準備書面（平成○年○月○日付け）陳述

●―――――――
　

●被告（訴訟行為者）
被告

●答弁書陳述
		答弁書陳述

●請求棄却申立
		「原告の請求を棄却する。訴訟費用は原告の負担とする。」と		の判決を求める。

●請求原因事実を認める
		訴状記載の請求原因事実は，すべて認める。

●請求原因事実を否認
		訴状記載の請求原因事実は，いずれも否認する。

●請求の減縮に同意
		請求の減縮に同意する。

●―――――――
　

●弁論の更新（裁判官の交替）
当事者双方
		従前の口頭弁論の結果陳述


●―――――――
　

●裁判官（訴訟行為者）
裁判官

●他事件を併合（基本事件調書）
		本件の口頭弁論に，平成○年（○）第○○号事件の口頭弁論			を併合する。

●基本事件に併合（他事件調書）
		本件の口頭弁論を，平成○年（○）第○○号事件の口頭弁論			に併合する。

●弁論の分離
		本件の口頭弁論から被告○○についての口頭弁論を分離す	る。

●準備手続に付す
		本件を弁論準備手続に付する。

●弁論終結
		弁論終結

●判決言渡し
		判決書の原本に基づき判決言渡し

●―――――――
　

●その他の記載は別紙
その他の記載は別紙のとおり

●延期
延期

●証拠関係別紙のとおり
証拠関係別紙のとおり

●和解成立
当事者間に次のとおり和解成立
		
●調書末尾（裁判所書記官の記名押印）
裁判所書記官　　○○○○

●―――――――
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